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導入 
日本ではバイオエタノールはあまり使用され
ていない。 

米国、ブラジルを中心にバイオエタノールが
ガソリンに混ぜて世界中で利用されている。 
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新聞記事 

 

京都大大学院農学研究科の村田幸作教授（応用微生物学）の研究グループ
は２７日、マコンブとアカモクの海藻２種からエタノールを生産する技術を確
立したと発表した。海洋バイオマス（生物由来の資源）によるエタノール生産
技術の確立は世界で初めて。村田教授は「生産性を上げれば実用化に近付
く」としており、エネルギーや環境問題解決に寄与することが期待される。 

 グループは、海藻がエタノールの「原料」となるアルギン酸を含んでいること
に注目。アルギン酸代謝能力のある体腔形成細菌を改造してエタノール合
成能力を持たせ、海藻から抽出したアルギン酸を細胞内に取り込ませた。す
ると２、３日間でアルギン酸入りの培養水１リットル当たり１３グラムのエタノー
ルができた。 

 エタノール生産では、陸上バイオマスによる研究が先行。トウモロコシやワラ
からの生産技術が確立されている。今回の成果は英科学誌「エナジー＆エ
ンバイロメンタルサイエンス」（電子版）に掲載される。【成田有佳】 
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記事要約 

海藻の30～40％を占めるアルギン酸を
直接エタノールにする技術が開発された。 

 

従来の陸上バイオマスとは異なり、海洋
バイオマスによるエタノール生産技術が
確立された。 
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記事 



バイオマスとは 

動植物から生まれた再生可能な有機性資源 

温室効果ガスの排出を抑制できる。 

バイオエタノールはバイオマスから生成される。  
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バイオエタノールとは 

燃焼しても大気中の有害物質を増加させない
特性を持つ燃料 

 

ガソリンと混ぜると、ガソリンの燃焼時に発生す
る温室効果ガスの排出を約１５％減少させる。 
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バイオエタノールが CO2を排出しない
理由 

•バイオマスの炭
素は、CO2を植物

が光合成により固
定したもの 
 
•燃焼等によりCO2

が発生しても、実
質的に大気中の
CO2は増加しない。 

出典：http://someya.net/H19PJ/biofuel/Nakada.htm（２０
１２年４月２４日） 

記事 



海藻バイオエタノールの特徴 

海藻を使用することで： 

他のバイオマスに比べエネルギー効率性が
高い 

海中での光合成に期待できる。 
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海藻由来のバイオエタノールの現状 

世界第6位、447万km2の海域を持つ日本はバイオエタ
ノール生産に有利である。 

⇒日本での普及が期待できる。 

 

 1ha（生息面積）＝約1万9千キロリットルのエタノール生産 

 

サトウキビの2倍、トウモロコシの5倍の高い収量を見込
める。 
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現状分析 
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バイオエタノール自給率の現状 

出典：エネルギー白書2010 ４月２４日アクセス
（http://www.enecho.meti.go.jp/topics/hakusho/2010energyhtml/index.html） 

現状分析 



海藻由来のバイオエタノールのメリット 

食料資源と競合しない 

•トウモロコシや大豆の事例のように、食糧価格を高騰
させることが無い 

他のバイオエタノールに比べ効率的である 

•生産量が従来の植物の数倍である為、効率よく多く
の収量が期待できる。 
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現状分析 



 アポロ・ポセイドン計画 

海藻バイオエタノール開発計画の例 
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現状分析 

燃料の取
り出し 

•マリンバイオマスを原料にして、洋
上で化石燃料の代替エネルギーを
製造 

CO2の固
定 

•バイオエタノール製造過程で発
生する熱エネルギーを回収して、
排ガス中のCO2を回収・隔離 

海洋生物資源の
活用 



国のバイオ燃料政策 

日本はバイオマスエネルギー自給率が低い。 
 

日本はバイオ燃料生産を2030年には600万
キロリットルとする目標を定めている。 
 

 600万キロリットルは日本のガソリン消費量
の1割にあたり、この計画を達成する為の政
策がない。 
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問題意識 
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問題意識 

数あるエネルギーの中でバイオマ
スに着目 

この中でも海藻が良いのでは？ 

しかし海藻は普及していない！ 

背景：日本のエネルギー自給率の低さ 



今まで日本でバイオエタノールが普及
しなかった理由 

 

 トウモロコシやサトウキビ等穀物由来のバイオ
エタノールは安定供給に広大な土地が必要 

    →必要な面積が小さい海藻由来の 

      バイオエタノールの方が有利 
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原因分析 



海藻バイオエタノールが 
普及しない理由 

ガソリンと比べコストが高いため、関心が
うすい。 

 

最近の技術であるため、システムが普
及していない。 
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政策提言へ向けた分析 
 初期投資と平均費用の話（藻類エタノール） 
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AC 

C 

P 

凡例 
C=ax+I 
AC=C/x=a+I/x 
― 平均費用AC 
― 費用C 
― 原油価格P 
 

I 

P,C,AC 

x:産出量 

集中的な投資が必要！ 

X✽ 

P 

原因分析 

初期投資Iが大きい！ 



つまり… 
 

 

可能性ある海藻への注目度を高め、投資
によるコスト削減を狙う。 

 

 

 

日本に海藻バイオエタノールが普及する
きっかけを作る必要がある。 
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政策提言 

 
政府が海藻事業の管理会社を作る。 

 →海で育てた海藻を商品化 

 

 

一株ごとに区切りをして個人の投資を可
能にする。 
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政策提言 
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投資 管理会社 
育成 

抽出 
エタノール 

個人 

キャッシュバック 

出典：eco vision  最終アクセス日 2012年4月24日
http://www31.atwiki.jp/ecovision/pages/13.html 

政策提言 



政策提言のメリット・デメリット 

メリット デメリット 

• 政府が支えることによっ
て個人でも参入、投資し
やすい 

• 自給率が高くなる 

• 持続可能な投資事業に
できる 

• 雇用が増える 
 

• 初期費用が高い 

• 安定的利益を出せる
か 
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政策提言 



まとめ 

エネルギー自給率
が低い 

海藻由来のエタ
ノールが普及して

いない 

日本は穀物由来の
バイオエタノール生
産に適していない 

海藻由来のバイオ
エタノール生産推

進 
投資の喚起 

海藻由来のバイオ
エタノールが普及

する 
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